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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

今
年
８
月
３
日
か
ら
４
日
に

か
け
、
上
川
北
部
を
集
中
豪
雨

が
襲
い
ま
し
た
。
幌
加
内
町
及

び
名
寄
市
で
１
７
３
ミ
リ
、
士

別
市
で
も
１
３
０
ミ
リ
の
雨
が

降
り
、
床
上
浸
水
や
農
地
の
冠

水
な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し

ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
県
で
の

土
砂
災
害
で
は
多
く
の
犠
牲
者

が
発
生
し
、
礼
文
町
で
も
２
名

の
方
が
犠
牲
に
な
る
災
害
が
起

こ
り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
り
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
す

る
今
日
、
災
害
に
対
す
る
警
戒

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
予
算
特
別
委
員
会
の

各
部
審
査
に
お
い
て
、
総
務
部

に
対
し
、「
減
災
に
向
け
た
取
り

組
み
」
と
し
て
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
策
定
の
支
援
」
、
「
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
（
事
前
防
災
行
動
計
画
）

の
策
定
」
、
「
避
難
勧
告
の
あ
り

方
」、「
ダ
ム
な
ど
の
活
用
」、
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
構
築

道
か
ら
は
、「
避
難
勧
告
す
べ

き
市
町
村
長
と
振
興
局
長
で
、

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
直
接
連
絡
」
、

ダ
ム
な
ど
の
活
用
で
は
、「
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
中
で
利
水
ダ
ム
に

つ
い
て
の
活
用
を
検
討
」
と
の

答
弁
を
得
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
。

問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
未
策
定

市
町
村
へ
の
支
援
は
。

答

地
域
ご
と
の
課
題
を
把
握

し
、
よ
り
実
効
あ
る
避
難
対

策
促
進
に
向
け
支
援
す
る
。

問

避
難
勧
告
の
助
言
に
つ
い

て
は
、
当
該
市
町
村
長
と
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答

今
後
、
振
興
局
長
と
市
町

村
長
と
が
、
よ
り
緊
密
に
連

携
を
図
り
、
市
町
村
に
お
け

る
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
。

問

発
電
ダ
ム
な
ど
の
利
水
目

的
の
ダ
ム
も
治
水
の
役
割

を
担
う
仕
組
み
づ
く
り
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

利
水
ダ
ム
な
ど
は
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
中
で
検
討
さ
れ
、

北
海
道
開
発
局
と
の
情
報

共
有
を
図
り
、
国
や
市
町
村
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
効

果
的
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

知
事
は

不
誠
実
な

答
弁

ま
た
、
知
事
総
括
質
疑
に
お

い
て
は
、
１
．
地
域
振
興
条
例

の
見
直
し
、
２
．
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
安
全
管
理
、
３
．
人
口
問
題
、

４
．
原
発
に
つ
い
て
、
な
ど
を

高
橋
知
事
に
直
接
質
問
し
て
き

ま
し
た
。

問

川
内
原
発
が
規
制
委
員
会

の
新
基
準
に
適
合
し
た
こ
と

を
も
っ
て
、「
安
全
」
が
確
保

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

答

常
に
規
制
以
上
の
安
全
レ

ベ
ル
の
達
成
を
目
指
す
こ
と

に
よ
り
、
安
全
向
上
に
向
け

て
不
断
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問

川
内
原
発
の
再
稼
働
で
、

国
は
地
元
同
意
を
従
来
と
同

じ
考
え
で
十
分
と
し
て
い
る

が
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
意
向
も

尊
重
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

再
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、

国
が
関
係
自
治
体
へ
説
明
す

べ
き
で
あ
り
、
責
任
を
持
っ

て
対
応
す
べ
き
だ
。

こ
の
よ
う
に
知
事
か
ら
は
、

真
摯
な
答
弁
を
得
る
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

洪水に発電ダム活用へ
防災にタイムライン策定し、事前行動計画を

予
算
特
別
委
員
会
の
知
事
総
括
質
疑
で
、
人
口
減
少
問
題
や
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を
質
問
（

月
１
日
）
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議員定数を３名削減！

道議会では、議員定数のあり方
を検討していましたが、今議会に
おいて、104 名の定数を「3 増 6

減」し、101 名とする条例案を可
決しました。

この見直しによって、１票の格
差は 3.82 倍から 2.81 倍に改善

されます。
しかし、人口が集中する札幌の

定数や人口減少が続く地方の声を
どう吸い上げるかなど、大きな課

題も山積しており、今後このよう
な課題について、議論することと
しています。
◆定数を減らす選挙区

・後志管内（３名→２名）
・胆振管内（２名→１名）
・釧路管内（２名→１名）
・函館市 （６名→５名）

・留萌市 （１名→０名）
留萌管内と合併

・紋別市 （１名→０名）
オホーツクと合併

◆定数を増やす選挙区
・千歳市 （１名→２名）
・岩見沢市（１名→２名）
・オホーツク管内（２名→３名）

オホーツク管内は、定数を増や
した上で、オホーツク東（１名）
とオホーツク西（２名）に分割

第
３
回
定
例
道
議
会
は
、
９

月
９
日
（
火
）
に
開
会
、
平
成
26

年
度
道
補
正
予
算
、
道
議
会
定

数
条
例
改
正
案
、「
北
海
道
電
力

の
電
気
料
金
値
上
げ
幅
の
見
直

し
等
に
関
す
る
意
見
書
」
、
「
土

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、

10
月
３
日
（
金
）
に
閉
会
し
ま

し
た
。

円
安
で
格
差
拡
大

安
倍
政
権
の
、
い
わ
ゆ
る
“
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
”
に
基
づ
く
円
安

誘
導
策
、
物
価
上
昇
誘
導
策
に

よ
っ
て
、
道
民
生
活
や
中
小
企

業
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
状
況
が

生
じ
て
い
ま
す
。
厳
冬
期
を
前

に
し
て
の
燃
油
価
格
の
上
昇
、

加
え
て
の
電
気
料
金
の
大
幅
再

値
上
げ
方
針
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
影
響
が
拡
大
し
ま
す
。

電
力
再
値
上
げ
で
支
援

北
海
道
は
、
市
町
村
が
実
施

す
る
「
福
祉
灯
油
」
へ
の
電
気

料
金
対
応
の
加
算
措
置
へ
の
支

援
や
中
小
企
業
向
け
制
度
融
資

の
医
療
機
関
等
へ
の
活
用
、
中

小
企
業
へ
の
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
派
遣
等
の
対
策
を
並

べ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
小
粒

で
あ
り
、
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
求
め

る
論
議
を
行
い
ま
し
た
。

道
内
で
も
局
地
的
集
中
豪
雨

等
の
気
象
災
害
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
広
島
市
や
礼
文
町
で
の

土
砂
災
害
に
際
し
て
表
面
化
し

た
、
道
内
で
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
遅
れ
な
ど
が
課
題

と
な
り
、
道
と
し
て
も
対
策
を

急
ぐ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、自
治
体
か
ら
反
発
の
強

い
道
州
制
法
案
の
扱
い
や
、
不

安
が
根
強
い
カ
ジ
ノ
を
含
む
総

合
型
リ
ゾ
ー
ト
構
想
（
Ｉ
Ｒ
）

へ
の
対
応
で
、
高
橋
知
事
が
推

進
方
向
と
見
え
る
動
き
方
を
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
認
識

や
対
応
を
質
疑
し
ま
し
た
が
、

知
事
は
自
ら
の
姿
勢
を
明
確
に

す
る
こ
と
な
く
「
幅
広
い
観
点

か
ら
の
論
議
が
必
要
」
と
の
答

弁
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
知
事
は
、
体
調
不
良

を
理
由
に
本
会
議
を
２
日
間
欠

席
し
ま
し
た
。

依
然
厳
し
い
道
財
政

補
正
予
算
は
、
道
投
資
単
独

事
業
費
５
１
億
円
な
ど一

般
会

計
７
８
億
７
０
０
万
円
、
特
別

会
計
１
億
６
０
０
万
円
。
こ
れ

で
、
平
成
26
年
度
道
予
算
は
、

一
般

会
計

２
兆
７
２
７
８
億
円
、

特
別
会
計
６
１
１
５
億
円
の
合

計
３
兆
３
３
９
３
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度

北
海
道
の一

般
会

計
決

算

は
、

形
式
収
支
で
４
３
億
４
１
０
０

万
円
、
実
質
収
支
で
２
８
億
１

６
０
０
万
円
の
黒
字
。
地
方
公

共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質

公
債
費
比
率
が
２
１
．
３
％
、

将
来
負
担
比
率
が
３
２
０
．

６
％
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
北
海
道
電
力
株
式
会
社
の
電

気
料
金
値
上
げ
幅
の
見
直
し
等

に
関
す
る
意
見
書
●
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
●
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
財
政
支

援
の
継
続
等
を
求
め
る
意
見
書

●
魅
力
あ
る
地
方
創
生
へ
向
け

た
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係

る
周
知
及
び
適
切
な
労
災
認
定

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
●
私
学
助
成
制

度
に
係
る
財
政
措
置
の
充
実
強

化
に
関
す
る
意
見
書
●
義
務
教

育
未
修
了
者
の
実
態
把
握
と
教

育
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見

書

第
三
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
９
日
～
10
月
３
日
）

真
摯
な
答
弁
を
避
け
る
高
橋
知
事
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

TPP 合意断固反対全道農民集会に参加（7 月 3 日）JA 北海道中央会などと意見交換（7 月 17 日）

ソチ五輪報告会に参加（7 月 23 日）民主党会派による中央要請行動（7 月 25 日）

林活議連による中央要請行動（7 月 30 日）ゴーク米国首席領事と懇談（８月４日）

まなびとくらしのフェスティバル（9 月 27 日）

↑
雨
の
中
で
の
道
政
報
告
「
青
空
の

集
い
」（
７
月
26
日
））

東川の松家さん宅で産業用大麻を視察（9 月 3 日）

↓
全
国
フ
ッ
ト
パ
ス
in
か
み
ふ
ら

の
（
９
月
20
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
1８
日【
消
防
操
法
訓
練
大

会
】
▼
今
年
の
北
海
道
消
防
操
法

訓
練
大
会
の
競
技
は
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
。
ポ
ン
プ
車
を
操
作

し
な
が
ら
、
標
的
の
火
元
に
対

し
、
い
か
に
早
く
、
正
確
に
、

安
全
に
行
動
す
る
か
が
、
採
点

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
今
回
の

操
法
訓
練
大
会
に
は
、
全
道
か

ら
14
チ
ー
ム
、
上
川
管
内
を
代

表
し
、
中
川
消
防
団
の
皆
さ
ん

が
出
場
し
た
。
中
川
消
防
団
の

皆
さ
ん
は
、
指
定
さ
れ
た
時
間

よ
り
も
早
く
放
水
を
達
成
し
、

動
作
も
正
確
で
あ
り
、
キ
ビ
キ

ビ
と
し
た
姿
に
感
動
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
上
位
入
賞
が
期
待

さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
残

念
な
が
ら
６
位
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
そ
の
姿
に
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
な
お
、
今
年
の

優
勝
は
平
取
消
防
団
で
、
準
優

勝
は
白
糠
消
防
団
、
優
良
賞
は

鹿
追
消
防
団
と
北
斗
消
防
団
で

あ
っ
た
。
優
勝
し
た
平
取
消
防

団
は
、
今
年
11
月
に
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

◆
８
月
７
日
【
豪
雨
被
害
調
査
】

▼
先
日
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け

た
士
別
市
温
根
別
町
と
幌
加
内

町
を
視
察
し
、
実
態
を
調
査
し

て
き
た
▼
８
月
４
日
か
ら
５
日

に
か
け
て
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
た
道
北
地
方
で
は
、
幌
加
内

町
及
び
名
寄
市
で
１
７
３
ミ
リ
、

士
別
市
で
１
３
０
ミ
リ
の
降
雨

に
よ
り
、
床
上
浸
水
や
床
下
浸

水
、
田
畑
の
冠
水
な
ど
、
甚
大

な
被
害
と
な
っ
た
。
今
日
は
、

士
別
市
温
根
別
地
区
と
幌
加
内

町
を
視
察
し
、
そ
の
実
態
を
現

地
で
視
察
し
な
が
ら
、
今
後
の

対
策
を
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
▼
特
に
、
農
地
で
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
幌
加
内
町
で
は
、

３
２
０
０
ha
の
ソ
バ
畑
の
う
ち
、

３
１
０
ha
が
冠
水
し
、
全
農
地

の
約
１
割
が
被
害
に
遭
っ
た
と

い
う
。
そ
の
原
因
は
、
北
海
道

管
理
の
河
川
改
修
が
行
わ
れ
て

い
な
い
影
響
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
守
田
秀
生

町
長
は
「
是
非
と
も
、
雨
竜
川

の
改
修
に
向
け
早
急
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
」
と
の
お
話
し
を

い
た
だ
き
、
そ
の
思
い
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

◆
８
月
11
日
【『
戦
争
と
郷
土
』

朗
読
の
会
】
▼
今
日
は
、
美
深
町

郷
土
研
究
会
（
佐
久
間
昌
美
会

長
）
及
び
美
深
町
公
民
館
の
共

催
に
よ
る
、『
戦
争
と
郷
土
』
朗

読
の
会
を
拝
聴
し
て
き
た
▼
美

深
町
郷
土
研
究
会
は
、「
戦
争
体

験
者
の
証
言
及
び
手
記
並
び
に

会
員
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、

53
編
を
研
究
紀
要
「
戦
争
と
郷

土
」
と
し
て
ま
と
め
た(

中
略)

▼
朗
読
の
会
で
は
、
安
川
と
し

お
さ
ん
（
士
別
市
）、
田
中
真
奈

美
さ
ん
（
美
深
町
）
が
担
当
し

た
。
谷
口
和
子
さ
ん
の
手
記
を

担
当
し
た
田
中
さ
ん
は
、「最

初

、

手
記
を
読
ん
だ
時
は
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
谷
口
さ

ん
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
、
何

度
も
読
み
込
み
、
谷
口
さ
ん
に

成
り
代
わ
っ
て
読
ん
だ
つ
も
り

で
す
。
そ
し
て
、
髪
型
も
、
当

時
の
谷
口
さ
ん
の
よ
う
に
お
か

っ
ぱ
に
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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幌加内町の冠水したソバ畑を被害調査

中川消防団が参加した消防操法訓練大会

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
提
案
の
あ
っ
た
２
つ
の
条

例
に
つ
い
て
は
、
道
議
会
で
の

議
論
や
道
民
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ

ン
グ
で
提
案
し
た
い
」
▼
こ
れ

は
、
平
成
20
年
６
月
28
日
の

支
庁
制
度
改
革
条
例
が
可
決
さ

れ
た
記
者
会
見
で
の
知
事
の
発

言

。
２
つ
の
条
例
と
い
う
の
は
、

「
地
域
振
興
条
例
」
と
「
新
し

い
自
治
の
形
づ
く
り
条
例
」。
知

事
は
、
こ
の
２
つ
の
条
例
を
約

束
し
、
多
く
の
反
対
を
押
し
切

り
支
庁
制
度
改
革
を
行
っ
た
▼

こ
の
発
言
か
ら
６
年
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
今
議
会
で
、「
新
し
い

自
治
の
形
づ
く
り
条
例
」
を
地

域
振
興
条
例
の
中
に
組
み
込
む

改
正
案
を
提
案
し
た
。
私
は
、

「
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と

は
今
な
の
か
。
知
事
が
想
定
し

て
い
た
提
案
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は

い
つ
か
」
な
ど
と
詰
め
寄
っ
た

が
、
真
摯
な
答
弁
は
な
か
っ
た

と
こ
ろ
だ
▼
道
民
を
欺
き
、
知

事
の
座
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す

る
姿
が
、
と
て
も
可
哀
想
に
も

見
え
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。

（
ゆ
う
こ
う
）

戦争遺品なども展示された「朗読会」


